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体育科におけるジレンマの発現に関する一考察

教科・領域教育専攻

生活・健康系コース(保健体育)

釜圭吾

1.研究動機

OECDのEducation2030プロジェクトの中

で「エージェンシーJとし、う新しい概念が提唱

された。 DeSeCoプロジェクトで、定義されたキ

ー・コンピテンシーに立脚して， 3つのコンピ

テンシーのカテゴリーを「変革を起こすコンビ

テンシー」として特定した。「新しい価値を創造

する力J，r責任ある行動をとる力J，r対立やジ

レンマを対処する力」である。ここで注目した

のが「対立やジレンマを対処する力Jである。

体育授業の中で「対立Jや「ジレンマJがど

のように発現し，また，それをどのように対処

してコンピテンシ」やエージェンシーの育成に

つながっているのだろうかと疑問を持った。

そこで，本研究で、は小学校の体育授業に参与

観察者として入り込み体育授業の様子を観察し，

「ジレンマ」が発現する場面について観察ま録

を取り，授業中に起こったエヒoソードに着目し

て考察を進める。また，小学校の体育主任等の

先生方に，体育授業をしている中で「対立Jや

「ジレンマJが子どもの中で発現しているのか

どうかを，インタビューを通じて得られたデー

タを元にSCAT分析を用いて考察を行う。それ

らを元に体育授業におけるジレンマの発現につ

いての解釈を目的とする。
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2.研究方法

(1)フィールドワーク

①研究対象

徳島県内のH小学校(全校児童27名)

徳島県内のJ小学校(全校児童81人)

②データ収集法

。参与観察

③分析

。ェヒ。ソード記述による分析を行う。

( 2)インタビュー

q研究対象

徳島市内の小学校教員7名

②データの収集

。半構造的インタビ、ュー

③分析

。SCATのフォーマットを作成し分析を行う。

3.考察

エピソード記述からジレンマの発現について

考えられることとしては，以下のことがある。

。自分のための行動をとるか集団のためにな

る行動をとるかを選択する状況

。周りから見られている中，場を選択しなけ

ればならない状況。

。誰かにパスを出さなければならない状況。

。友達とのかかわりで，するかしなし、かとい

う選択を迫られた状況。
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SCAT分析からは以下のことが考えられる。

。技能が高い子が体育の評価が高いという体

育観が形成している子どもに社会防毒成主

義に基づく体育授業を行ったとき単元初め

にジレンマが発現する。

。集団種目において，自分がしたいことをす

る泊三集団に協力するかというところでジ

レンマが発現する。

。技能が高くこだわりが強し1子にジレンマが

発現しやすしL

。周りに流されやすい子はジレンマが発現し

にくい。

。低学年では，学習観の形成がされていない

ことや，自分の欲求に素直であるため，ジ

レンマの発現が見取りにくい。

。高学年になると，体育やスポーツクラブの

経験の蓄積から体育観やスポーツ観が形成

されることでジレンマが発現しやすしL

。ジレンマが発現し，技能の向上思考からめ

あてにあった思考へと体育観が変容する。

。ジレンマの発現から，自分のための行動か

ら集団のための行動に変容することがある。

。対立は，個人種目よりも集団種目に多く発

現する。

。対立は，子どもの価値観のぶつかり合いに

より発現する。

。単元終盤にかけて，対立は減少してして。

。対立が発現したあと，ジレンマが発現する

H寺がある。

4.結論

エピソード祖述と SCAT分析から，体育授業

ではジレンマや対立が発現することが分かった。

子どもが体育の授業の中で状況とかかわり，

いくつかの選択肢の中から選択しようとする場

面があることが，ジレンマが発現する要因であ

った。教師が一方的に指示することで，子ども

が選択をするという状況が少なくなり，ジレン

マカ溌現しにくくなってし叱。ジレンマの発現

においては，教師が，子どもの活動をサポート

するような立場に立つことが大切である。また，

社会的構成主義の授業を行うことで意図的にジ

レンマを発現させられることが分かった。

個人活動の運動領域と集団活動の運動領域で

は，ジレンマの発現の見取りやすさに違いはあ

るもののジレンマは発現することが分かった。

ジレンマが発現し，それを克服しようと学び

を進めた結果，子どもの行動や思考の変容もみ

られた。また，ジレンマが発現しやすい子の特

徴として，体育への学習意欲が高かったり，技

能向上の欲求が高かったりする子に発現しやす

く，周りに流されやすい子はジレンマの発現が

見取りにくく発現しにくいことが分かっt~ そ

して，ジレンマの発現には，子どもの発達段階

が関係しており，低学年では，ジレンマが発現

しにくく，高学年で、はジレンマが発現しやすし、

ことが分かつTこ。

今回明らかになったのは，社会的構成主義に

基づいた体育授業における「ジレンマJや「対

立」の発現についてである。子どものジレンマ

の発現により，子どもの行動や思考が変容して

いた。それは，コンヒ。テンシーやエージェンシ

ーの育成につながると考えられる。今後は，筆

者自身が授業実践するにあたって，社会糊茸成

主義に基づく体育授業の構築を目指し，その中

で，子どもが状況に応じた選択を自ら行い，ジ

レンマを克服してコンヒ。テンシーやエージェン

シーを育成していけるような授業づくりをして

いきたい。




